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い わ し 網  漁  最  盛  期 
　
　久賀沖でいわし網漁が最盛期を迎えてます。朝
方、浮島から出港した漁船が、魚群探知機を使っ
ていわしの群れを見つけ、２隻の漁船で群れの周
囲に網を張り約１時間をかけて網を引きます。
　いわし網漁は 12月頃まで続けられます。
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▼ 
ご
み
の
分
別
に
つ
い
て 

  　
　
　

ご
み
を
出
す
前
に
、

　
　
　
　
　
　

も
う
一
度
確
認
し
て
く
だ
さ
い

　

昨
年
4
月
に
稼
動
し
た
環
境
セ
ン
タ
ー
（
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
）

は
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
運
転
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
一
部
、

分
別
に
問
題
の
あ
る
も
の
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。　
　
　

　

リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
と
大
切
な
施
設
を
よ
り
効
率
的
に
使
う
た

め
に
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
ご
み
の
出
し
方
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

も
う
一
度
、
家
庭
ご
み
分
別
の
手
引
き
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、

分
別
を
徹
底
さ
れ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　　

ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
な
い
ご
み
（
指
定
袋
に
名
前
の
記
載
が
な

い
も
の
、
分
別
の
悪
い
も
の
、
収
集
日
を
間
違
え
た
も
の
）
は
収

集
し
ま
せ
ん
。
残
し
た
ご
み
に
は
、
注
意
事
項
を
記
載
し
た
貼
紙

を
し
て
い
ま
す
の
で
持
ち
帰
り
、
適
正
に
分
別
し
て
次
の
収
集
日

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
ご
み
は
資
源
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す

　

環
境
セ
ン
タ
ー
で
は
、
指
定
袋
を
人
の
手
で
裂
い
て
選
別
し
ま
す

の
で
、
汚
れ
た
容
器
類
や
危
険
な
物
が
混
入
し
て
い
る
と
衛
生
面
と

安
全
上
の
問
題
で
作
業
に
大
き
な
支
障
が
生
じ
ま
す
。

　

特
に
食
品
容
器
に
汚
れ
が
付
着
し
て
い
る
と
悪
臭
が
ひ
ど
く
、
作

業
環
境
が
最
悪
に
な
り
ま
す
の
で
、
き
れ
い
に
洗
っ
て
よ
く
乾
か
し

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

容器包装プラスチックの分別作業の様子（環境センター）

マ ー ク が
あっても玉

子や豆腐のパック
より薄いビニール
類は可燃ごみへ出
してください。

ストローや計量
カップなどは容器
包装プラスチック
ではありません。
その他プラスチッ
クへ出してくださ
い。

中身を全て出し、
よく水洗いして乾
かしてから容器包
装プラスチックへ
出してください。

危険品のカミソ
リ・針は金属ごみ
へ、百円ライター
は埋立てごみへ出
してください。

※二重袋（レジ袋等に入れて指定袋に入れること）は絶対にしないでください。

※
自
分
が
出
す
ご
み
に
は
責
任
を
持
ち
ま
し
ょ
う
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マークのついているもので、食品や商
品の容器または包装類で豆腐や玉子の

パックより厚みのあるものが対象になりま
す。
※トレイ類・シャンプーや洗剤の容器類
　カップ類・チューブ類

詳しくは家庭ごみ分別の手引きをご覧ください。
※悪い例　
・水洗いされていない汚れたままの食品容器
・中身の入っている食品や洗剤などの容器
・危険物（カミソリ、釘、百円ライターなど）
・二重袋　（レジ袋等に入れて指定袋に入れる
こと）

　

会
社
、
飲
食
店
、
ホ
テ
ル
（
旅
館
）、
商
店
な
ど
事
業
活
動
に
伴
っ

て
生
じ
た
事
業
系
ご
み
は
、
法
律
に
よ
り
事
業
者
の
責
任
と
負
担
に

よ
っ
て
処
理
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
町
の
ゴ

ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

事
業
系
ご
み
を
町
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
こ
と
は
違
法
行
為
に

な
り
ま
す
。
仮
に
事
業
系
ご
み
と
思
わ
れ
る
も
の
が
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
出
さ
れ
て
い
た
場
合
は
、
町
で
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
の
で
出
さ
れ

た
方
は
持
ち
帰
っ
て
専
門
業
者
に
処
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

①
事
業
系
可
燃
ご
み
（
事
業
所
か
ら
で
る
紙
く
ず
、
梱
包
に
使
用
し

た
木
く
ず
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
飲
食
店
か
ら
出
る
残
飯
や
厨
芥
類
な
ど
）

は
、
自
ら
町
の
焼
却
施
設
（
清
掃
セ
ン
タ
ー
）
に
有
料
で
搬
入
す
る

か
町
の
収
集
許
可
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

②
事
業
系
不
燃
ご
み【
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類（
ト
ロ
箱
、発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
箱
、
塩
ビ
パ
イ
プ
、
苗
木
床
な
ど
）
金
属
く
ず
、
建
築
廃
材
な
ど
】

は
産
業
廃
棄
物
に
な
り
ま
す
の
で
山
口
県
知
事
の
許
可
を
受
け
た
産

業
廃
棄
物
処
理
業
者
に
処
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

■
問
い
合
わ
せ

　
　

〇
家
庭
ご
み
の
出
し
方
に
関
す
る
こ
と

　
　
　

生
活
衛
生
課　

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
１
０

　
　

〇
家
庭
ご
み
の
処
理
に
関
す
る
こ
と

　
　
　

環
境
施
設
課　

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
１
２　

　
　

〇
事
業
系
ご
み
（
産
業
廃
棄
物
）
の
処
理
や
業
者
に
つ
い
て

　
　
　

柳
井
環
境
保
健
所　

生
活
環
境
課　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
３
６
３
１

事業所から出るごみは自ら処理する
責任があります

マークがついていても豆腐や
玉子のパックよりもやわらか

いスープの小袋、菓子袋、ビニー
ル袋、ラップ、ラベル類などは焼
却施設で燃料として利用しますの
で可燃ごみに出してください。

●容器包装プラスチックとし
て収集しないもの

●容器包装プラスチックとして収集
するもの

家庭から出る緩衝材などの発
泡スチロールは、単体でリサ
イクルするため発泡スチロー
ルだけをまとめて指定袋に入
れてその他のプラスチックの
収集日に出してください。

●発砲スチロールはま
とめて指定袋に入れて
ください
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平成２１年１０月支給分より
個人住民税（町県民税）の公的年金からの  特別徴収（引き落とし）
が開始されます。
　　　　
　地方税法の改正により、公的年金に係る所得に対する個人住民税の納付方法が変わります。
これは高齢化社会の進展に伴い、公的年金を受給する高齢者が増加することが予想されており、高齢者
である公的年金受給者の納税の便宜を図るとともに、市町村における徴収の効率化を図る観点から、全
国的に平成２１年１０月分より個人住民税の公的年金からの特別徴収（引き落とし）制度を導入するも
のです。
　
　公的年金を受給されていて、個人住民税の納税義務のある方は、現在、役場・金融機関等の窓口にて
お支払、または口座振替をご利用いただいておりますが、今回の制度導入により、公的年金から特別徴
収（引き落とし）されることとなります。これによる税負担の変化はありません。

■対象者　・・・６５歳以上の公的年金等の受給者
　当該年度の４月１日に老齢基礎年金等を受けている６５歳以上で、公的年金等にかかる住民税の納税
義務のある人です。

　ただし、次の方は特別徴収の対象となりません。
（1）介護保険料の特別徴収がされていない場合
（2）介護保険の特別徴収対象年金が遺族年金、障害年金である場合
（3）老齢基礎年金の給付額の年額が 18万円未満である場合
（4）当該年度の特別徴収額が老齢基礎年金の給付額の年額を超える場合
（5）対象となる年金から、所得税、介護保険料、後期高齢者医療保険料又は国民健康保険税を控除した
後の額が、個人住民税の年税額より少ない場合

■対象となる年金の種類　
　老齢基礎年金、老齢厚生年金、退職共済年金などで、介護保険料や後期高齢者医療保険料、国民健康
保険税が特別徴収されている年金と同じものです。
　複数の年金を受給されている場合は、必ずしも受給金額の多い年金から優先するわけではなく、年金
支払者及び種類によって優先順位が決められています。

■実施される時期　
　平成２１年１０月支給分の公的年金からです。

■納付額　
　平成２１年６月に送付しました、「平成２１年度　町県民税納税通知書兼特別徴収開始通知書」に記
載されているとおりです。

６５歳以上の公的年金の受給者で、個人住民税

（町県民税）を納税されている方に大事なお知らせです
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◆問い合わせ　税務課　☎０８２０（７４）１００８

年度 前　　半 後　　半
徴収月 ６月 ８月 １０月 １２月 ２月
徴収方法 普通徴収（納付書や口座振替） 特別徴収（年金からの引き落とし）

徴収税額 年税額の１／４ 年税額の１／６

■納付の方法

※年度前半（仮徴収）は、前年の 2月に徴収した額と同額を特別徴収。
　年度後半（本徴収）は、年税額から年度前半で仮徴収した額を引いた額の「3分の 1」ずつを特別徴収。

※年度前半は、年税額の「4分の 1」ずつを 6月・8月に普通徴収（納付書や口座振替などによる納付）。 
　年度後半は、10月・12月・2月支給の年金から年税額の「6分の 1」ずつを特別徴収。

年度 前　　半 後　　半
徴収月 ４月 ６月 ８月 １０月 １２月 ２月
徴収方法 特別徴収（仮徴収） 特別徴収（本徴収）

徴収税額 前年度２月と同額 年税額から仮徴収税額を引いた額の
１／３

〇新たに特別徴収の対象になる方

〇前年度より継続して特別徴収の対象の方

　

国
の
緊
急
の
少
子
化
対
策
と
し

て
、
平
成
21
年
10
月
1
日
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
か
ら
町
国
民
健
康
保

険
（
以
下
（
町
国
保
）
と
い
う
。）

に
お
い
て
も
出
産
育
児
一
時
金
が

4
万
円
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、こ
の
引
き
上
げ
に
併
せ
て
「
出

産
育
児
一
時
金
の
医
療
機
関
等
へ

の
直
接
支
払
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
本
年
10
月

1
日
か
ら
平
成
23
年
3
月
31
日
ま

で
の
暫
定
措
置
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
後
の
措
置
に
つ
い
て
は

国
に
お
い
て
費
用
負
担
の
あ
り
方

等
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
所
要
の

措
置
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。

○
４
万
円
の
引
き
上
げ

　

産
科
医
療
補
償
制
度
に
加
入
す

る
医
療
機
関
に
お
け
る
出
産
の
場

合
、
現
在
の
38
万
円
か
ら
42
万
円

に
な
り
ま
す
。
産
科
医
療
補
償
制

度
に
加
入
し
な
い
医
療
機
関
の
場

合
39
万
円
に
な
り
ま
す
。

○
直
接
支
払
制
度
の
ス
タ
ー
ト

　

被
保
険
者
の
方
が
出
産
費
用
を

で
き
る
だ
け
現
金
で
用
意
し
な
く

て
も
済
む
よ
う
に
、
原
則
と
し
て

町
国
保
か
ら
直
接
各
医
療
機
関
へ

出
産
育
児
一
時
金
を
支
払
う
制
度

が
始
ま
り
ま
す
。

※
被
保
険
者
は
、
直
接
支
払
を
希

望
す
る
場
合
入
院
時
に
「
一
時
金

の
申
請
・
受
取
を
当
該
医
療
機
関

等
に
任
せ
る
」
旨
の
書
面
を
2
通

取
り
交
わ
し
ま
す
。

※
医
療
機
関
の
出
産
費
用
が
出
産

育
児
一
時
金
（
原
則
42
万
円
）
を

超
え
た
場
合
は
、
退
院
時
に
窓
口

で
支
払
っ
て
い
た
だ
き
、
逆
に
出

産
一
時
金
の
範
囲
内
で
収
ま
っ
た

場
合
は
、
そ
の
差
額
を
町
国
保
に

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
こ
の
直
接
支
払
制
度
を
希
望
し

な
い
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
そ
の

場
合
は
現
金
で
医
療
機
関
に
お
支

払
い
い
た
だ
き
、
後
日
現
行
ど
お

り
被
保
険
者
へ
町
国
保
か
ら
一
時

金
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

※
こ
の
制
度
の
実
施
に
伴
い
、
従

来
の
受
取
代
理
（
事
前
申
請
）
制

度
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

健
康
増
進
課　

医
療
保
険
班

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
２

出
産
育
児
一
時
金
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

分娩機関
（病院、診療所、助産所）

出産育児一時金の直接支払の流れ

被保険者
（分娩者）

支払機関
（国保連合会）

周防大島町国保
（保険者）

差額がある場合請求

差額がある場合支給

費用請求
42万円まで

支　払

出
産
費
用
の
明
細
書
の
交
付

直
接
支
払
の
確
認
書
面
作
成

支　

払

費
用
請
求
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平
成
20
年
12
月
、
農
林
水
産
省
は
国
内
に
お
け
る
食
料
供
給
力
（
自
給
力
）
の
強
化
等

を
図
る
た
め
の
新
た
な
農
地
政
策
の
方
向
に
つ
き
、｢

農
地
改
革
プ
ラ
ン
」
を
と
り
ま
と
め
、

公
表
し
ま
し
た
。
こ
の
新
た
な
農
地
制
度
が
実
効
を
上
げ
る
た
め
に
は
、
現
場
で
中
心
と

な
っ
て
運
用
す
る
農
業
委
員
会
の
役
割
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
「
農
地
改
革
プ

ラ
ン
」
の
方
向
に
沿
っ
て
新
た
な
政
策
が
展
開
さ
れ
る
に
先
立
ち
、
そ
の
運
用
を
担
う
農

業
委
員
会
の
事
務
の
点
検
・
検
証
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
周
防
大
島
町
農
業
委
員
会
で
は
、「
平
成
21
年
度
の
目
標
及
び
そ
の
達
成
に
向

け
た
活
動
計
画
」
を
次
の
と
お
り
策
定
し
ま
し
た
の
で
公
表
し
ま
す
。

●平成２１年度の目標及び活動計画
認定農業者 特定農業法人 特定農業団体

平成２３年度ま
での目標 ９１　経営　 ―　法人　 ―　団体　　

目　　標 ２　経営　 ―　法人　 ―　団体　　

活動計画

　農業委員から意欲
のある農業者の情
報収集を行い、周防
大島担い手支援セン
ターと連携し認定の
推進活動を実施（通
年）。

　周防大島担い手支援センターが行う
集落営農の法人化のための説明会や集
落座談会に参画し、特定農業法人制度
及び特定農業団体制度の周知や普及を
行う。

●平成２１年度の目標及び活動計画
平成２３年度までの目標 集積面積　　　　　　２６１　ｈａ　

目　　標 集積面積　　　　　　　１０　ｈａ　

活動計画
　担い手支援センターが実施している『営農塾』や『帰農塾』の修了生や定年帰農者・
Ⅰターン者を担い手候補者として位置づけ、円滑な権利移動ができるよう、広報誌やリー
フレット等を活用し、農業経営基盤強化促進法による利用権設定の制度等の周知を実施。

▼認定農業者等担い手の育成及び確保
●現状、課題

現　状

農家数 2,264 戸　 認定農業者 特定農業
法人

特定農業
団体

　うち主業農家 ７２０戸　 85経営　 0法人　 0団体　農業生産法人数 0法人　

課　題

　農家の高齢化や後継者不足により地域の農業を担う者が減少してお
り、地区の状況に合わせた担い手の育成・確保を図っていく必要がある。 
　本町の農地のほとんどが中山間地にある柑橘園であり、ほ場一筆の
面積も小さい上、零細農家が多く農業従事者の高齢化も進んでおり、
早急に認定農業者を主とした担い手の育成・確保を図る必要がある。

▼担い手への農地の利用集積
●現状、課題

現　　状 管内の農地面積 これまでの集積面積 集積率
２，１７８　ｈａ　　 ２３１　ｈａ　　　 10.60　％　　

課　　題

　農業従事者の減少・高齢化等による耕作放棄地の増加、農地の分散錯圃、所有者の土地への執着等
が、農地の確保・有効利用を図る上での課題となっている。また、担い手と呼ばれる農家自体も高齢
化が進み、これ以上の集積が困難になっている。 
　今後は、意欲のある定年帰農者やⅠターン者を担い手候補と位置づけ、集積をはかる必要がある。

▼耕作放棄地の解消
●現状、課題

現　　状 管内の農地面積 耕作放棄地の面積 耕作放棄地率
２，１７８　ｈａ　　 ３７４　ｈａ　　　 17.20　％　　

課　　題
　柑きつ主体の当町において、耕作放棄された柑きつ園は病害虫の発生を予防する為、補助金により
樹木を伐採しているため、その後の農地としての利用に制限があり有効利用をはかるうえで支障をき
たしている。

●平成２１年度の目標及び活動計画
平成２３年度までの目標 解消面積　　　１　ｈａ

目　　標 解消面積　　　0.3  ｈａ

活動計画

〇耕作放棄地発生防止に向けた取組 
　・農業委員による検討会の開催　・広報活動　・農地パトロール 
〇耕作放棄地解消に向けた取組 
　・通年　農地所有者に対する指導　・通年　担い手への利用集積

「
農
業
委
員
会
活
動
目
標
及
び
そ
の
達
成
に
向
け
た
活
動
計
画
」
を
公
表
し
ま
す
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◆山口選挙区
候補者名 得票数
山本繁太郎 ７, ６５２
河井美和子 ２３７
平岡秀夫 ６, １１２

　　　　　　　　   （届出順）

◆比例代表

政党名 得票数

幸福党 ９５

共産党 ６７８

社民党 ２２６

国民 ４２０

自民党 ５, ７４４

民主 ４, ５５７

公明 １, ９２１
　　　　         （届出順）

当日有権者数 １７, ９００

投票者数 １４, １８５

投票率 ７９, ２５％

◆問い合わせ　　　（小選挙区）
町選挙管理委員会
☎０８２０（７４）１０００

水
道
管
の
漏
水
修
理
は

町
の
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ

　

水
道
管
の
漏
水
修
理
に
つ
い
て
、
宅
地
内

の
水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら
蛇
口
ま
で
の
漏
水
が

あ
っ
た
場
合
は
、
町
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
に
修
理
を
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
修

理
業
者
で
お
困
り
の
人
は
、
上
下
水
道
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
水
道
修
理
店
連

絡
先
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

上
下
水
道
課　

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
１
１

町
の
職
員
を
装
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意

　

町
の
上
下
水
道
課
で
は
、
次
の
よ
う
な
こ

と
は
一
切
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

①
給
水
管
に
取
り
付
け
る
浄
水
器
の
器
具
の

斡
旋
お
よ
び
販
売

②
給
水
管
清
掃
サ
ー
ビ
ス
の
斡
旋

③
依
頼
の
な
い
水
質
検
査
、
電
話
、
訪
問
に

よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

※
不
審
な
点
が
あ
る
場
合
は
、
町
の
上
下
水

道
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

上
下
水
道
課　

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
１
１

８
月
30
日
執
行　

衆
議
院
議
員
総
選
挙
結
果

◆問い合わせ　農業委員会事務局　☎０８２０（７９）１００２

▲一般家庭の漏水の修理に係る費用負担について

▼違反転用への適正な対応
●違反転用の状況

違反転用の状況 件数　　―　件 面積　　　―　ha

●平成２１年度の目標及び活動計画

目　　標
　現状では違反転用は発見されていないが、発生を防止するため、農業者等への周知に努めるとともに、
農地パトロールを徹底する。

活動計画
・広報誌等を利用した農業者等への周知 
・農地パトロール

▼農地情報の整備と共有化
●平成２１年度の活動目標

農地基本台帳の情報の更新に
関する活動計画

　毎月の農地部会終了後、農地の権利移動や転用等の状況についての情報の更新を実
施。また、農地のパトロール等により把握した情報を基に点検及び補正を実施。

共有化に関する活動計画
　周防大島地域担い手協議会で農地情報共有化支援事業に取り組めるよう、農業委員
会の農地基本台帳の情報整理と農地情報図の整備委託に協力する。

▼農地パトロール
●平成２１年度の活動目

活動計画
（実施時期、体制、実施回数等）

〇農業委員会の総会で検討会を開催
〇農地パトロールの実施
　地区ごとのパトロールを各地区の担当の担当農業委員で実施
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子
ど
も
に
と
っ
て
食
事
の
時
間
は
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
べ
方
や
食
事
の
マ

ナ
ー
な
ど
好
ま
し
い
食
習
慣
を
身
に
つ
け
る
よ
い
機
会
で
す
。
家
族
そ
ろ
っ

て
囲
む
食
卓
は
会
話
を
楽
し
む
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に
な
り

ま
す
。
今
回
は
野
菜
が
た
く
さ
ん
で
か
ぼ
ち
ゃ
の
甘
み
が
お
い
し
い
「
野
菜

た
っ
ぷ
り
の
ド
ラ
イ
カ
レ
ー
」
を
紹
介
し
ま
す
。
野
菜
は
細
か
く
刻
む
の
で

早
く
煮
え
簡
単
に
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
子
ど
も
さ
ん
と
一
緒
に
作
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
ね
。

　
　
　
　
　

周
防
大
島
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
橘
支
部　

河
間　

道
子

１人分の熱量
エネルギー 391kcal
たんぱく質 10.6g
脂質 6.6g
カルシウム 29mg
鉄分 1.6mg
ビタミンＡ 307 ㎍
ビタミンＢ１ 0.13mg
ビタミンＢ２ 0.21mg
ビタミンＣ 9mg
食物繊維 3.9g
塩分 1.9g

野菜たっぷり
ドライカレー

材料（４人分） 作り方
米　　　　　　　　　 ２合
牛ひき肉　　    　　 100 ｇ
かぼちゃ　  　  　　 100 ｇ
なす　　　　    　　 130 ｇ
たまねぎ　  　  　　 100 ｇ
にんじん　　　　　　40ｇ
ピーマン　　　　　　40ｇ
にんにく　　　　　　 １片
塩　　　　　  小さじ１／４
こしょう　　　　　 　 少々
カレー粉　　　　  大さじ１
小麦粉　　　　　  大さじ１
コンソメ顆粒　　  大さじ１
湯　　　　　　　  　200cc
ｳｽﾀｰｿｰｽ　　　　    大さじ２
ケチャップ　　　  大さじ２
サラダ油　　　　     　適量

１．にんにく・たまねぎ・にんじん・ピーマンは
みじん切りにする。
　なす・かぼちゃは大きめの粗いみじん切りにす
る。なすは水につけてあくを抜く。
２．フライパンにサラダ油をしき、①のにんにく
を入れ香りがでたら、他の野菜を入れて炒める。
３．②に牛ひき肉を加えて炒め色が変わったら、
塩・こしょうを加えて、カレー粉・小麦粉をふり
入れてさらに炒める。
　湯・コンソメ顆粒・ソース・ケチャップの順に
加える。
４．煮たったら弱火にし、時々混ぜながら汁気が
ほとんどなくなるまで煮詰める。
５．器にご飯を盛り、上に④をかける。

みかん収穫のお手伝いをします！
「ふれあいみかん収穫作業」農家募集

　
「
ふ
れ
あ
い
み
か
ん
収
穫
作
業
」
は
、

周
防
大
島
地
域
連
携
型
中
高
一
貫
教
育

の
取
組
の
一
つ
と
し
て
、
連
携
す
る
中

学
校
・
高
校
の
生
徒
が
み
か
ん
農
家
の

ご
厚
意
の
も
と
で
収
穫
作
業
を
体
験
す

る
こ
と
に
よ
り
、
中
高
生
の
交
流
は
も

と
よ
り
、
地
域
の
産
業
に
つ
い
て
理
解

し
、
勤
労
の
貴
さ
を
知
り
、
職
業
観
を

身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
う

も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
次
の
と
お
り
計
画
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
農
家

の
方
は
是
非
ご
応
募
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

■
実
施
期
日　

12
月
11
日
㈮

※
雨
天
の
場
合
は
12
月
15
日
㈫
に
延
期

■
作
業
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

■
作
業
生
徒

　

周
防
大
島
高
校
（
安
下
庄
校
舎
・
久
賀
校
舎
）
の
生
徒　

　

久
賀
・
大
島
・
東
和
・
安
下
庄
各
中
学
校
の
生
徒

■
作
業
人
員

　

農
家
一
戸
あ
た
り
５
〜
10
人
程
度

　
（
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。）

■
作
業
内
容　

み
か
ん
収
穫
お
よ
び
運
搬

■
負
担
金　

無
料

■
準
備
い
た
だ
く
も
の

　

は
さ
み
・
コ
ン
テ
ナ
等
、
作
業
に
必
要
な
用
具

※
弁
当
・
湯
茶
等
は
各
生
徒
が
持
参
し
ま
す
。

■
応
募
方
法

　

９
月
25
日
㈮
ま
で
に
、
電
話
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
応
募
先　

周
防
大
島
高
等
学
校
安
下
庄
校
舎

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
１
０
４
８

　

 「
ふ
れ
あ
い
み
か
ん
収
穫
作
業
」
担
当
（
塩
月
、山
村
、中
尾
）
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【
相
談
】

　

職
場
に
マ
ン
シ
ョ
ン
の
勧
誘

電
話
が
、
頻
繁
に
か
か
っ
て
迷

惑
し
て
い
る
。
業
者
に
は
「
購

入
意
思
は
な
い
」
と
断
っ
た
が
、

電
話
を
止
め
な
い
。
仕
事
の
邪

魔
に
な
る
が
、
ど
う
す
れ
ば
、

勧
誘
を
止
め
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
か
。

【
処
理
】

　

職
場
に
勧
誘
電
話
が
か
か
っ

て
き
て
も
、
購
入
す
る
意
思
が

な
け
れ
ば
長
話
は
せ
ず
、「
今

後
一
切
電
話
の
連
絡
を
お
断
り

し
ま
す
。」
と
手
短
に
毅
然
と

断
る
。
そ
れ
で
も
、
再
三
電
話

を
か
け
て
く
る
場
合
や
恐
怖
心

を
あ
お
る
勧
誘
が
続
く
場
合

は
、
県
の
宅
地
建
物
取
引
業
担

当
課
や
警
察
に
相
談
す
る
よ
う

助
言
し
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
勧
誘
電

話
は
「
絶
対
に
儲
か
る
。
絶
対

に
損
は
し
な
い
。」
と
か
「
こ

の
よ
う
な
物
件
は
め
っ
た
に
な

い
。」
な
ど
の
セ
ー
ル
ス
ト
ー

ク
で
、
自
宅
や
職
場
に
昼
夜
を

問
わ
ず
か
か
っ
て
き
ま
す
。
し

つ
こ
く
勧
誘
し
て
く
る
場
合
も

多
い
の
で
、
曖
昧
な
態
度
は
取

ら
ず
、
手
短
に
「
お
断
り
し
ま

す
。」
な
ど
と
毅
然
と
断
り
ま

し
ょ
う
。
相
手
が
話
を
続
け
て

い
て
も
「
こ
れ
で
電
話
を
切
り

ま
す
。」
と
伝
え
静
か
に
受
話

器
を
置
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
契
約
し
た
場
合
で
も
、

宅
建
業
者
自
ら
が
売
主
で
、
そ

の
業
者
の
事
務
所
外
の
場
所
で

売
買
契
約
し
た
場
合
に
、
８
日

間
の
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

も
し
、
消
費
者
が
手
付
金
を
支

払
っ
て
い
れ
ば
、
ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ
期
間
が
過
ぎ
て
い
て
も
手

付
放
棄
で
解
除
が
で
き
ま
す
。

契
約
で
困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
町
の
消
費
生
活
相
談

窓
口
（
商
工
観
光
課
☎
７
９
‐

１
０
０
３
）
ま
た
は
県
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

か
し
こ
い
消
費
者

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
勧
誘
ト
ラ
ブ
ル

相
談
は　

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
８
３
（
９
２
４
）
０
９
９
９

めざせ！

９
月
１
日
〜
10
月
31
日
は　

　
「
動
物
の
飼
い
方
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
強
化
期
間
」

９
月
20
日
〜
26
日
は　

　
「
動
物
愛
護
週
間
」
で
す　

　

人
と
動
物
が
仲
良
く
暮
ら
し
て

い
く
た
め
に
守
ら
な
け
れ
ば
い
け

な
い
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

　

動
物
を
飼
う
に
は
、
愛
情
を

持
っ
て
終
生
飼
う
と
い
う
動
物
に

対
す
る
責
任
と
、
人
に
迷
惑
や
危

害
を
与
え
な
い
と
い
う
社
会
に
対

す
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。

　

動
物
の
本
能
や
習
性
を
よ
く
知

り
、
飼
い
方
の
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

安
全
で
き
れ
い
な
環
境
づ
く
り
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

○
犬
の
飼
い
主
の
方
へ

◇
犬
の
フ
ン
の
放
置
に
対
す
る
苦

情
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
散
歩
中

に
、
フ
ン
を
し
た
ら
袋
な
ど
に
入

れ
て
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

◇
放
し
飼
い
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
散
歩
中
も
必
ず
つ
な
ぎ
ま

し
ょ
う
。

◇
飼
養
施
設
を
常
に
清
潔
に
し

て
、
周
辺
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◇
３
ヶ
月
以
上
の
犬
は
、「
登
録
」

と
毎
年
１
回
の
「
狂
犬
病
予
防
注

射
」
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◇
死
亡
、
飼
主
・
住
所
が
変
わ
っ

た
と
き
は
、
届
出
が
必
要
で
す
。

◇
迷
い
犬
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
首

輪
に
鑑
札
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

○
猫
の
飼
い
主
の
方
へ

◇
他
人
の
家
に
フ
ン
や
尿
を
し
た

り
、
車
に
上
が
っ
て
キ
ズ
を
つ
け

た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
猫
の
健

康
や
安
全
の
た
め
に
も
、
で
き
る

だ
け
屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

◇
繁
殖
を
望
ま
な
い
場
合
は
、
不

妊
・
去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ
う
。

◇
迷
い
猫
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
名

札
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　
※
野
良
猫
に
エ
サ
を
絶
対
に
与
え

な
い
で
下
さ
い
。
無
責
任
な
エ
サ

や
り
は
そ
の
場
に
居
つ
く
だ
け
で

は
な
く
繁
殖
し
て
し
ま
い
ま
す
。

か
わ
い
そ
う
な
命
を
増
や
す
だ
け

で
は
な
く
近
所
の
人
々
に
も
大
変

迷
惑
で
す
の
で
、
絶
対
に
や
め
て

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

生
活
衛
生
課

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
１
０

県 税 職 員 に 併 任 辞 令

　９月１日、昨年に引き続き柳井県税事
務所から、周防大島町職員として派遣さ
れました。税源移譲により増加した個人
住民税の徴収強化を図るため、町税務課
とともに税の納付指導や滞納の解消を行
います。派遣期間は９月１日から平成 22
年１月 31日までの５か月間です。

広林高弘さん
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周
防
大
島
高
校
３
年
生
の
堀
本
範
子

（
柳
井
市
）
さ
ん
が
、
７
月
28
日
、
29
日

東
京
都
で
開
催
さ
れ
た
第
33
回
全
国
高
校

囲
碁
選
手
権
大
会
の
女
子
の
部
、
８
月
１

日
、
２
日
三
重
県
で
開
催
さ
れ
た
第
33
回

全
国
高
校
総
合
文
化
祭
囲
碁
部
門
の
団
体

戦
（
周
防
大
島
高
校
・
山
口
中
央
高
校
・

下
関
西
高
校
の
チ
ー
ム
）
で
そ
れ
ぞ
れ
見

事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。　

　

堀
本
さ
ん
は
小
学
３
年
生
の
時
に
、
囲
碁
が
趣
味
の
お
父
さ
ん
の
影
響
で

習
い
始
め
、
現
在
で
は
週
２
回
、
碁
会
所
に
通
っ
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
使
っ
て
、
対
局
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

堀
本
さ
ん
は
日
本
代
表
と
し
て
、
海
外
で
開
催
さ
れ
た
試
合
に
も
出
場
し

た
経
験
も
あ
り
、「
囲
碁
は
、
言
葉
が
通
じ
な
く
て
も
、
多
く
の
人
々
と
交
流

が
で
き
る
の
で
楽
し
い
。
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ー  スペシャルトークショーを開催  ー
星野哲郎記念館２周年記念

周
防
大
島
高
校
３
年
生　

掘
本
範
子
さ
ん　

　
　

全
国
高
校
囲
碁
選
手
権
大
会
（
女
子
の
部
）

　
　

全
国
高
総
文
祭
囲
碁
部
門
（
団
体
戦
）　　

　

８
月
20
日
、
星
野
哲
郎
記
念
館
の
開
館
２
周
年
記
念
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
作
詞
家
の
荒
木
と
よ
ひ
さ
さ
ん
（
代
表

作
・
四
季
の
歌
／
芹
洋
子
な
ど
）、
作
詞
家
の
も
ず
唱
平
さ

ん
（
代
表
作
・
花
街
の
母
／
金
田
た
つ
え
な
ど
）、
音
楽
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
小
西
良
太
郎
さ
ん
に
よ
る
ス
ペ
シ
ャ
ル

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
は
、
荒
木
と
よ
ひ
さ
さ
ん
、
も
ず
唱

平
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
作
を
数
曲
Ｃ
Ｄ
を
使
っ
て
披
露

し
、
当
時
、
作
詞
さ
れ
た
時
の
苦
労
話
な
ど
、
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
星
野
哲
郎
さ
ん
と
出
会
っ
た
こ
ろ
の
話
や
、
今

ま
で
作
詞
さ
れ
た
詞
に
つ
い
て
の
思
い
出
話
を
、
時
折
冗

談
を
交
え
て
話
さ
れ
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
は
終
始
な
ご
や
か

な
雰
囲
気
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
６
日
、
社
団
法
人
霜
仁
会

（
山
口
大
学
医
学
部
同
窓
会
）
か

ら
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
霜
仁
会
の
地
域
貢
献
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
町
へ
寄
贈
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　

寄
贈
さ
れ
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
浮
島

地
区
学
習
等
供
用
施
設
へ
設
置
し

て
い
ま
す
。 Ａ

Ｅ
Ｄ
を
寄
贈

▲東良輝会長（霜仁会）から、椎木町
長へ手渡されました。

優
勝

▲左から、荒木とよひささん、もず唱平さん、小西良太郎
さん
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８
月
８
日
、
周
防
大
島
幹
部
交
番
に

お
い
て
「
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
今
年
４
月
に
周
防
大
島
幹
部

交
番
が
開
所
さ
れ
４
か
月
が
経
ち
、
地

域
の
皆
様
に
親
し
み
が
も
て
る
交
番
で

あ
り
た
い
と
、
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
ま
ず
、
柳
井
警
察
署

劇
団
「
ザ
・
ポ
リ
ス
タ
ー
ズ
」
に
よ
る

振
り
込
め
詐
欺
防
止
の
寸
劇
が
行
わ
れ
、

払
い
す
ぎ
た
医
療
費
を
口
座
へ
払
い
込

む
と
巧
に
電
話
を
か
け
る
『
も
ど
し
ま

す
詐
欺
』
を
演
じ
、
注
意
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
柳
井
警
察
署
員
の
腹
話
術

に
よ
る
交
通
安
全
教
室
、
柳
井
警
察
署

員
に
よ
る
バ
イ
オ
リ
ン
独
奏
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

周防大島幹部交番
ふれあいのつどいを開催しました

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
一
環
と
し
て
、

全
国
大
会
に
出
場
さ
れ
る
個
人
・
団

体
に
激
励
金
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

〇
第
57
回
全
日
本
高
等
学
校
選
手
権

競
漕
大
会

　

開
催
期
間
：
８
月
１
日
〜
４
日

　

開
催
地
：
滋
賀
県

・
男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル

　

嶋
田
浩
貴（
周
防
大
島
高
等
学
校
）

　

平
井
康
平（
周
防
大
島
高
等
学
校
）

・
女
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル

　

三
鴨
由
樹（
周
防
大
島
高
等
学
校
）

　

田
熊
梨
沙（
周
防
大
島
高
等
学
校
）

・
女
子
舵
手
つ
き
ク
ォ
ド
ル
プ

　

河
合
由
紀（
周
防
大
島
高
等
学
校
）

　

田
熊
亜
美（
周
防
大
島
高
等
学
校
）

全
国
大
会
出
場
者
へ
激
励
費
を
授
与
し
ま
し
た

　

Ａ
Ｌ
Ｔ

　
（
外
国
語
指
導
助
手
）　

　
　

吉
田
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー

　

ア
ロ
ハ
！　

吉
田
テ
ィ

フ
ァ
ニ
ー
と
申
し
ま
す
。
私
は
新
し
い
Ａ
Ｌ

Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
で
す
。
ハ
ワ
イ
の

ホ
ノ
ル
ル
か
ら
参
り
ま
し
た
。
周
防
大
島
町

の
小
・
中
学
校
で
英
語
の
授
業
の
ア
シ
ス
タ

ン
ト
を
し
ま
す
。 

英
語
の
学
習
に
興
味
を
持
っ

て
楽
し
く
取
り
組
め
る
よ
う
、
子
ど
も
た
ち

を
励
ま
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

ハ
ワ
イ
や
ア
メ
リ
カ
の
文
化
も
教
え
た
い
で

す
。

　

わ
た
し
は
日
系
４
世
で
す
。
今
年
ハ
ワ
イ

大
学
を
卒
業
し
ま
し
た
。
小
学
校
か
ら
高
校

ま
で
日
本
語
を
勉
強
し
た
の
で
、
少
し
な
ら

分
か
り
ま
す
が
、
も
っ
と
習
い
た
い
で
す
。

　

こ
の
度
初
め
て
日
本
に
来
ま
し
た
。
と
て

も
美
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
周
防
大
島
の
皆
様

は
と
て
も
優
し
い
で
す
。
皆
様
と
一
緒
に
お

仕
事
が
で
き
る
こ
と
を
光
栄
に
思
い
ま
す
。

多
く
の
方
々
と
お
知
り
合
い
に
な
れ
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

橋
本
美
咲
（
周
防
大
島
高
等
学
校
）

　

嶋
田
育
未
（
周
防
大
島
高
等
学
校
）

〇
高
円
宮
賜
杯
第
42
回
全
国
高
等
学

校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
手
権
大
会

　

開
催
期
間
：
８
月
４
日
〜
６
日

　

開
催
地
：
滋
賀
県

　

三
宅
弘
通
（
周
防
大
島
高
等
学
校
）

〇
第
16
回
西
日
本
学
童
軟
式
野
球
大
会

　

開
催
期
間
：
８
月
24
日
〜
26
日

　

開
催
地
：
大
阪
府

・
上
関
皇
座
軟
式
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団

　

福
田
良
太
（
久
賀
小
学
校
）

　

福
田
将
希
（
久
賀
小
学
校
）

　

嶋
本
憲
祐
（
久
賀
小
学
校
）

▲インターハイへ出場した周防大島高校
のみなさん（授与式：７月 24 日）

▲西日本学童軟式野球大会へ出場した久賀
小学校のみなさん（授与式：８月 19 日）
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お知らせ９月

周
防
大
島
町
公
営
企
業
局
職

員
募
集

○
事
務
職
員

■
採
用
予
定
人
員　

若
干
名

■
採
用
予
定
年
月
日

　

平
成
22
年
４
月
１
日

■
受
験
資
格

　

昭
和
56
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

■
採
用
条
件

次
の
仕
事
に
従
事
で
き
る
人

・
宿
直
、
日
直

・
患
者
輸
送
車
（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
）

の
運
転

（
大
型
自
動
車
免
許
保
持
者
、
ま
た

は
取
得
で
き
る
者
）

・
ボ
イ
ラ
ー
（
２
級
）
取
扱
者
な

ら
び
に
危
険
物
（
乙
四
類
）
取
扱
者

（
右
記
免
許
保
持
者
、
ま
た
は
取
得

で
き
る
人
）

■
受
付
期
間

　

８
月
27
日
㈭
〜
９
月
25
日
㈮

　

平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

　

５
時
15
分

■
試
験
方
法

　

教
養
試
験
、
小
論
文
ほ
か

■
試
験
日　

10
月
18
日
㈰

○
理
学
療
法
士

■
採
用
予
定
人
員　

若
干
名

■
採
用
予
定
年
月
日

　

平
成
22
年
４
月
１
日

■
受
験
資
格

　

平
成
22
年
４
月
免
許
取
得
予
定
者

ま
た
は
免
許
取
得
５
年
未
満
の
人

■
提
出
書
類

　

履
歴
書
（
市
販
可
）・
免
許
証

（
写
）
ま
た
は
在
学
証
明
書
等

■
受
付
期
間

　

９
月
15
日
㈫
〜
９
月
30
日
㈬

　

平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

　

５
時
15
分

■
試
験
方
法　

面
接
試
験

■
試
験
日　

別
途
通
知

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
町
大
字
小
松
１
３
８

　

８
番
６　

　

周
防
大
島
町
公
営
企
業
局

　

総
務
課

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
２
３
３
２

起
業
家
養
成
塾
「
島
ス
ク
エ

ア
」
受
講
生
を
募
集

　

10
月
か
ら
商
品
開
発
起
業
コ
ー

ス
（
全
12
回
）
を
開
講
し
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ス
で
は
、
実
習
を
と

お
し
て
商
品
開
発
の
手
法
を
身
に

つ
け
る
こ
と
で
、
周
防
大
島
の
地

域
資
源
を
生
か
し
た
起
業
や
新
た

な
事
業
を
行
う
人
材
の
養
成
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
お
弁
当
」

ま
た
は
「
農
機
具
」
の
開
発
で
す
。

■
受
講
説
明
会　

　

９
月
26
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

　
（
大
島
商
船
高
専
に
て
開
催
）

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.oshim

a-k.ac.jp/
shim

a-sq/

募
集

【
島
ス
ク
エ
ア
と
は
】

　

周
防
大
島
町
の
地
域
再
生
計
画

と
連
携
し
た
産
学
官
に
よ
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
愛
称
で
す
。

　

文
部
科
学
省
の
平
成
20
年
度
科

学
技
術
振
興
調
整
費
事
業
「
地
域

再
生
人
材
創
出
拠
点
の
形
成
」
と

し
て
大
島
商
船
高
専
が
応
募
し
、

採
択
さ
れ
た
も
の
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

島
ス
ク
エ
ア
事
務
局

　

大
島
商
船
高
等
専
門
学
校
内　

　
（
総
務
課
企
画
係
）

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
５
４
５
７

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス 

kikaku@
oshim

a-k.ac.jp

技
能
資
格
取
得
者
へ
奨
励

金
を
授
与
し
ま
す

　

周
防
大
島
町
商
工
会
工
業
部
会

会
員
の
方
で
、
技
能
資
格
取
得
者

に
対
し
、
奨
励
金
を
授
与
し
ま
す
。

■
対
象
者　

　

周
防
大
島
町
商
工
会
工
業
部
会

会
員
の
事
業
主
・
役
員
・
専
従
者
・

従
業
員
。

・
交
付
は
年
度
内
、
1
人
1
回
、

１
企
業
あ
た
り
最
高
6
名
、
合
計

3
万
円
ま
で
と
し
ま
す
。

■
対
象
資
格　

　

工
業
振
興
に
資
す
る
平
成
21
年

度
実
施
の
国
家
・
民
間
技
能
資
格

検
定
等
。

・
公
的
機
関
の
関
与
す
る
も
の
（
安

全
衛
生
関
係
含
む
）
の
み
な
ら
ず
、

一
般
的
に
認
知
さ
れ
て
い
る
民
間

資
格
も
対
象
と
し
ま
す
。

・
新
規
取
得
の
場
合
を
対
象
と
し

ま
す
。
資
格
更
新
の
場
合
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

■
奨
励
金　
　

　

資
格
取
得
者
1
人
1
回
に
限

り
、
最
高
５
０
０
０
円
程
度
を
会

員
企
業
に
支
給
。

・
提
出
期
限
ま
で
の
受
付
分
を
一

括
審
査
し
、
3
月
下
旬
に
支
給
い

た
し
ま
す
。

・
予
算
の
制
約
上
、
申
請
者
数
・

企
業
数
等
の
事
情
に
よ
り
、
減
額

調
整
し
て
支
給
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

■
提
出
書
類　

　

所
定
の
申
込
書
に
合
格
証
等
の

写
し
を
添
付
し
て
ご
提
出
下
さ

い
。

・
申
込
書
は
本
所
・
各
支
所
及
び

商
工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
用
意

し
て
お
り
ま
す
。

・
資
格
の
内
容
に
よ
っ
て
は
追
加

資
料
を
お
願
い
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

■
提
出
先　
　

商
工
会
本
所
、
商
工
会
各
支
所
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相
談

お知らせ９月

■
提
出
期
限　

　

平
成
22
年
3
月
5
日
㈮
ま
で
随

時
受
付
け
て
お
り
ま
す
。

・
3
月
中
に
取
得
予
定
の
場
合
は

事
前
に
ご
相
談
下
さ
い
。

※
ご
不
明
な
点
は
本
所
（
工
業
部

会
担
当
：
中
本
）
ま
で
お
気
軽
に

お
問
合
わ
せ
下
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
町
商
工
会
本
所

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
０
３
０
０

全
国
一
斉
司
法
書
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談

■
日
時　

10
月
５
日
㈪

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所　

　

柳
井
市
文
化
福
祉
会
館

■
相
談
内
容

・
不
動
産
に
関
す
る
登
記

・
会
社
、
法
人
に
関
す
る
登
記

・
訴
訟
手
続
き

・
多
重
債
務

・
成
年
後
見

※
会
場
で
受
付
順
に
相
談
を
行
い
ま

す
。
事
前
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

　

山
口
県
司
法
書
士
会
事
務
局

☎
０
８
３
（
９
２
４
）
５
２
２
０

　認知症は、日ごろの生活習慣…食べ物に気をつけたり、運
動したり、頭を使う生活をする等元気な時から頭の働きを高
めておくことで、認知症にならずにすんだり、認知症になる
時期を遅らせることができることがわかってきました。
　そのため、周防大島町では、住み慣れた地域で元気に暮ら
していくための取り組みとして、平成 18年度より認知症に
なりかけの時に低下する脳の機能（エピソード記憶・計画力・
注意分割力）を鍛え、認知症を予防する「地域型認知症予防
プログラム」を開催しています。このプログラムは、6～８
人程度の小グループで行うものですが、ファシリテーターは、
このグループ活動が円滑に進むよう支援しています。
※ファシリテーターとしての活動を行うためには、町が実施
するファシリテーター養成講座を受講していただく必要があ
ります。

▼ファシリテーター養成講座について▼
■対象者
①町内在住の 60歳未満の方　
②養成講座の全日程を受講できる方　
③養成講座修了後、認知症予防の支援者としてボランティア
活動していただける方
■日時　11 月中旬～ 12月中旬のうち 4日間
　　　　午前 9時 30分から午後 4時
■実施場所　しまとぴあスカイセンター
　　　　　　（周防大島町大島庁舎隣）
■内容　「認知症について」
　　　　「認知症予防の方法と予防活動の実践」等
■募集人員　10 名程度
※養成講座修了者の中からファシリテーターを選考します。
■活動期間および活動内容
　平成 22年度からの認知症予防プログラム（週 1回 2時　
間程度、４か月間実施）におけるグループ活動の支援
■応募方法
　申込書（介護保険課介護予防班・各総合支所・各出張所に
て配布）および原稿用紙 2枚程度（800 字）にファシリテー
ターを希望する理由（認知症予防に対する思い等）を記入し、
介護保険課介護予防班（たちばなケアプラザ内）もしくはお
近くの総合支所や出張所まで提出してください。（郵送また
はファックスでも可）
　なお、申込書をお持ちでない方は、原稿用紙に住所・氏名・
年齢・電話番号を記入してください。
■募集締切　10 月 23日㈮
◆申し込み・問い合わせ
　介護保険課　介護予防班　
〒７４２‐２８０６
　周防大島町大字西安下庄３９２０‐21
☎０８２０（７７）５５３０
ファックス　
　０８２０（７７）５１１１

　町では、保健師が各地域の集会やグループの
会合に出向き、認知症や認知症予防に効果的な
生活習慣等についてわかりやすくご説明いたし
ます。出前講座を希望される方は、ぜひご連絡
ください。

◆申し込み・問い合わせ
　介護保険課　介護予防班　
☎０８２０（７７）５５３０

9 月 は 認 知 症 予 防 月 間 で す

認知症予防のためのグループ活動を支援する
ファシリテーター（支援者）を募集します

行
政
書
士
に
よ
る
電
話
相
談

■
日
時

　

10
月
１
日
㈭
・
２
日
㈮

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
相
談
方
法

　

無
料
電
話
相
談

○
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
１
２
０
（
１
６
８
）
６
１
１

■
相
談
内
容

　

遺
言
・
相
続
・
不
動
産
関
係
な
ど

■
問
い
合
わ
せ

　

山
口
県
行
政
書
士
会

☎
０
８
３
（
９
２
４
）
５
０
５
９
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お知らせ９月

ココリンピック２００９
ココカラ杯　周防大島卓球大会

◆日時　10 月 18日㈰
　　　　午前８時 45分～開会式
◆場所　周防大島町Ｂ＆Ｇ体育館
◆申し込み
　９月 24 日㈭までに参加希望チームは大島郡卓
球協会事務局（☎０９０‐８２４７‐７９４４）
までお申し込みください。
　当日は熱中症予防のお話もあり、飲食フリマ
コーナーも開店します。
　ぜひ応援に来てください。

◆主催　ＮＰＯ法人ココロとカラダ健究会
◆後援　周防大島町教育委員会
◆問い合わせ　ココロとカラダ健究会
　☎０８０（１９１９）１８５７

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
貸
与

し
ま
す

　

平
成
23
年
６
月
１
日
ま
で
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義

務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
町
で
は
、
町
内
に
居

住
す
る
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み

が
お
住
ま
い
の
世
帯
と
、
身
体
障

害
者
手
帳
一
級
又
は
二
級
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
が
お
住
ま
い
の

世
帯
を
対
象
に
、
一
世
帯
当
り
火

災
警
報
器
（
煙
式
警
報
器
）
一
個

を
無
償
で
貸
与
し
ま
す
。

　

火
災
警
報
器
の
貸
与
を
受
け
よ

う
と
す
る
世
帯
は
、
10
月
１
日
か

ら
総
務
課
と
各
総
合
支
所
で
受
け

付
け
ま
す
の
で
、
備
え
付
け
の
住

宅
用
火
災
警
報
器
貸
与
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
と
な
ら
な
い
世
帯

①
平
成
18
年
６
月
１
日
以
降
に
新

築
し
た
住
宅

②
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
ま
た
は

自
動
火
災
警
報
設
備
を
備
え
た
住
宅

③
住
宅
内
の
各
居
室
、
台
所
及
び

階
段
の
す
べ
て
に
火
災
警
報
器
が

設
置
さ
れ
た
住
宅

④
生
活
保
護
世
帯
の
住
宅

⑤
公
営
住
宅

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
０

「
体
験
型
教
育
旅
行
の
受
け

入
れ
に
係
る
研
修
会
（
民

泊
）」
を
開
催
し
ま
す

　

体
験
型
教
育
旅
行
の
受
け
入
れ

に
伴
い
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一

つ
で
あ
る
民
泊
体
験
（
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
）
を
安
全
か
つ
ス
ム
ー
ズ
に

実
施
す
る
た
め
、
県
の
受
入
体
制

づ
く
り
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

事
業
に
よ
り
、
日
本
の
「
体
験
型

観
光
」
の
第
一
人
者
で
あ
る
藤
澤

安
良
氏
を
招
い
て
「
民
泊
研
修
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
民
泊
を
体
験

さ
れ
る
生
徒
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
取
り
方
や
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
進
め
方
、
安
全
管
理
、
受

入
に
当
た
っ
て
の
心
構
え
等
に
つ

い
て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

〇
農
家
・
漁
家
民
泊
受
け
入
れ
研

修■
日
程

　

10
月
16
日
㈮

▼
保
健
衛
生
講
習
会

・
午
後
１
時
〜
２
時

　

講
師
：
柳
井
環
境
保
健
所
職
員

▼
体
験
型
観
光
の
教
育
効
果
、
具

　

体
的
な
手
法
に
つ
い
て

・
午
後
２
時
10
分
〜
４
時
30
分

　

講
師
：
体
験
教
育
企
画　

　

代
表　

藤
澤
安
良
氏

■
場
所

　

東
和
総
合
セ
ン
タ
ー

〇
体
験
型
観
光
講
演
会
兼
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
講
座

■
日
程

　

10
月
17
日
㈯

▼
体
験
型
観
光
の
理
念
に
つ
い
て

・
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

　

講
師
：
体
験
教
育
企
画　

　

代
表　

藤
澤
安
良
氏

▼
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
講
座

・
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

　

進
め
方
に
つ
い
て

・
午
後
２
時
40
分
〜
３
時
40
分　

　

伝
え
方
に
つ
い
て

・
午
後
３
時
50
分
〜
５
時　
　

　

安
全
管
理
に
つ
い
て

■
場
所

　

東
和
総
合
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
○
実
践
研
修

　

10
月
18
日
㈰　
　
　
　
　

▼
民
泊
実
践
研
修

・
午
前
９
時
〜
午
後
12
時
30
分　

　

講
師
：
体
験
教
育
企
画　

　

代
表　

藤
澤
安
良
氏

■
場
所　

　

周
防
大
島
町
和
田

■
参
加
費　

　

無
料

■
対
象

①
民
泊
を
受
け
入
れ
る
方
や
民
泊

を
受
け
入
れ
よ
う
と
す
る
方
、

②
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
や
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

を
目
指
し
て
い
る
方
。

③
地
域
で
体
験
型
観
光
を
推
進
し

て
い
る
グ
ル
ー
プ
及
び
個
人

④
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
等

■
主
催

　

山
口
県
、
周
防
大
島
町
、
周
防

大
島
町
体
験
交
流
型
観
光
推
進
協

議
会

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

商
工
観
光
課

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
３

離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
方

な
ど
へ
の
住
宅
・
生
活
支
援

を
し
ま
す

　

離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
方
等

に
対
す
る
住
宅
手
当
の
給
付
や
、

生
活
福
祉
資
金
の
見
直
し
な
ど
を

10
月
１
日
か
ら
行
い
ま
す
。

○
住
宅
手
当
の
給
付

■
対
象
者

　

住
居
を
喪
失
し
た
（
喪
失
す
る

お
そ
れ
の
あ
る
）
離
職
さ
れ
た
方

お
知
ら
せ
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お知らせ９月

住民基本台帳ネットワーク関連業務停止のお知らせ
　住民基本台帳ネットワークの機器更新作業のため、９月
25日㈮は、終日、窓口での住民基本台帳カードの交付・パ
スワードの変更・初期化、広域交付住民票の交付、電子証明
書の発行サービスが実施できません。なお、電子証明書の失
効、公的個人認証のパスワードの変更・初期化等については
可能です。

10 月１日から住民基本台帳カード（住基カード）が
大島総合支所で即日交付できるようになります

　本人が運転免許証やパスポートなど顔写真付きの官公署発
行の身分証明書を大島総合支所へ持参し住基カードの申請を
した場合、10月１日から即日交付できるようになります。
　健康保険証など顔写真付きでない官公署発行の身分証明書
での申請や、その他の総合支所では即日交付できませんので
ご注意ください。

◆問い合わせ　総務課戸籍住基班　
　☎０８２０（７４）１０１０

■
内
容

　

６
カ
月
を
限
度
と
し
住
宅
手
当

を
給
付
。
給
付
額
は
貸
借
し
て
い

る
住
宅
の
家
賃
月
額
（
上
限
あ

り
）。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー　

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
３
７
７
７

○
生
活
福
祉
資
金
の
貸
付

　

現
行
制
度
か
ら
貸
付
利
率
を
引

き
下
げ
、
連
帯
保
証
人
の
要
件
を

緩
和
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

低
所
得
世
帯
の
方
、
障
害
者
や

高
齢
者
の
属
す
る
世
帯
の
方

■
内
容

　

生
活
費
や
一
時
的
な
資
金
な
ど

の
貸
付

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

周
防
大
島
町
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
２
９
４
８

○
臨
時
特
例
つ
な
ぎ
資
金
の
貸
付

■
対
象
者

　

住
居
を
喪
失
し
た
離
職
さ
れ
た

方■
内
容

　

住
宅
手
当
や
生
活
福
祉
資
金
貸

付
な
ど
の
申
請
か
ら
給
付
・
貸
付

け
ま
で
の
間
の
生
活
費
を
10
万
円

を
上
限
に
貸
付

■
問
い
合
わ
せ

県
厚
政
課

☎
０
８
３(

９
３
３)

２
７
２
４

温
水
プ
ー
ル
教
室
を
開
催
し

ま
す

　

温
水
プ
ー
ル
を
活
用
し
た
教

室
を
次
の
と
お
り
開
催
い
た
し

ま
す
。
教
室
は
水
中
の
特
性
を
活

か
し
た
有
酸
素
運
動
で
、
無
理
な

く
効
果
的
に
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
、
各
講
座
の
希
望
す
る
日
に
、

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

■
場
所　

竜
崎
温
泉
温
浴
プ
ー
ル

■
時
間　

　

い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
２
時
40
分

①
や
さ
し
い
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
コ
ー
ス

　

水
中
で
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
軽

快
に
手
足
を
動
か
す
コ
ー
ス

・
日
程　

　

10
月
20
日
㈫

②
燃
や
そ
う
！
体
脂
肪
コ
ー
ス

　

ア
ク
ア
ミ
ッ
ト
を
利
用
し
、
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
体
を
動
か
す
コ
ー

ス・
日
程　

　

10
月
８
日
㈭
、
14
日
㈬
、

　

21
日
㈬
、
22
日
㈭
、
28
日
㈬

③
ス
リ
ム
ア
ッ
プ
コ
ー
ス

　

筋
力
を
つ
け
る
た
め
、
ボ
ー
ル

子育て応援特別手当を拡大します
　
　子育て応援特別手当交付金を、「経済危機対策」
として平成２１年度に限り、１人目のお子さまま
で拡大して実施します。
　現在準備中ですが、DV（配偶者からの暴力）
被害者の方でどうしても住民登録ができない方は
平成 21 年 10 月１日から平成 21 年 10 月 30 日
までの間に「事前申込書」を提出することにより
支給が可能となります。
◇支給対象となる子ども
　平成 21年 10 月１日において、周防大島町の
住民基本台帳に記録されている小学校就学前３
年間（生年月日が平成 15 年４月２日から平成
18年４月１日までの間）に属する子ども。
◇支給額　
　支給対象となる子ども 1人あたり３万６千円。

◆問い合わせ　福祉課
☎０８２０（７７）５５０５

や
ヌ
ー
ド
ル
、
ビ
ー
ト
板
を
用
い

て
体
を
動
か
す
コ
ー
ス

・
日
程　

　

10
月
16
日
㈮
、
30
日
㈮

◎
運
動
の
後
は
ジ
ャ
グ
ジ
ー
で
心

も
体
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
ま
す
！

※
各
講
座
と
も
別
途
、
プ
ー
ル
施

設
利
用
料
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

介
護
保
険
課　

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
３
０

要
約
筆
記
勉
強
会
開
催
に
つ

い
て

　

私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
病
気
で

耳
が
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
方
や
、

年
を
と
っ
て
聞
こ
え
に
く
く
な
っ

た
方
が
い
ま
す
。

　

は
な
し
言
葉
を
文
字
に
し
て
伝

え
る
要
約
筆
記
を
勉
強
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

※
㈶
や
ま
ぐ
ち
県
民
活
動
き
ら
め

き
財
団
の
助
成
事
業
で
す
。

■
日
時　

９
月
26
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

■
場
所　

大
島
文
化
セ
ン
タ
ー
２

　

階
会
議
室

■
後
援　

　

周
防
大
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

■
問
い
合
わ
せ　
　
　

　

要
約
筆
記
研
究
会　

　

ふ
う
し
ゃ　

辻

☎
０
８
２
０
（
５
６
）
５
０
３
５
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お知らせ９月

催
し

図
書
館
ま
つ
り
in
た
ち
ば
な

た
の
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
せ
ん
か
！

■
開
催
日　

10
月
３
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
〜
５
時

■
場
所　

橘
総
合
セ
ン
タ
ー

■
内
容

①
図
書
館
ク
イ
ズ

②
大
型
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

　

お
た
の
し
み
く
じ
び
き
ゲ
ー
ム

③
古
本
・
雑
誌
市

④
企
画
展
示
（
橘
図
書
館
の
歴
史
・

し
か
け
絵
本
な
ど
）

※
①
、
②
は
昼
頃
ま
で
の
開
催

■
問
い
合
わ
せ

　

橘
総
合
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
０
１
０
０

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
開
催

秋
の
自
然
を
満
喫
し
、
心
地
よ
い

汗
を
か
き
ま
せ
ん
か
！

■
日
時　

10
月
４
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
ス
タ
ー
ト

■
コ
ー
ス

　

大
島
文
化
セ
ン
タ
ー
横
の
駐
車

場
か
ら
飯
の
山
ま
で
の
約
13
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
（
解
散
は
飯

の
山
を
下
山
後
、
東
瀬
戸
バ
ス
停

西
側
の
町
営
駐
車
場
と
な
り
ま

す
。）

■
そ
の
他

　

参
加
料
は
要
り
ま
せ
ん
。

　

飯
の
山
山
頂
で
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
受
付

　

電
話
に
よ
る
事
前
申
込
は
９
月

　

30
日
㈬
ま
で

※
当
日
申
込
は
大
島
文
化
セ
ン

タ
ー
横
の
駐
車
場
に
て
午
前
９
時

か
ら
９
時
30
分
ま
で
受
け
付
け
ま

す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会

　

体
育
指
導
委
員
連
絡
協
議
会

　

お
よ
び
各
教
育
支
所

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
２
５
１
２

第
62
回
大
島
美
連
展

　

町
内
の
美
術
愛
好
家
に
よ
り
毎

年
1
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
来
観
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

10
月
22
日
㈭
〜
26
日
㈪

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
22
日
は
午
後
１
時
〜
５
時

　

26
日
は
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

30
分

■
場
所　

久
賀
総
合
セ
ン
タ
ー

■
出
品
者

　

大
島
美
術
連
盟
会
員

　

久
賀
絵
画
ク
ラ
ブ
会
員

■
展
示
内
容

　

油
絵
・
水
彩
・
パ
ス
テ
ル
・
写
真
・

　

彫
塑
・
陶
芸
等

■
問
い
合
わ
せ

　

大
島
美
術
連
盟
（
金
元
さ
ん
）

☎
０
８
２
０
（
７
２
）
１
３
１
７

「
絵
図
を
片
手
に
街
を
歩
こ

う
」

■
趣
旨　

　

親
子
な
ど
世
代
を
超
え
た
人
々

が
、
江
戸
時
代
の
絵
図
（
県
文
書

館
蔵
）
を
片
手
に
、
地
域
を
歩
く

こ
と
に
よ
り
、
そ
の
地
域
の
歴
史

と
魅
力
を
再
発
見
し
郷
土
愛
を
育

む
機
会
を
提
供
す
る
。
あ
わ
せ
て
、

絵
図
を
は
じ
め
と
す
る
文
書
記
録

を
保
存
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
県

民
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

■
開
催
日
時　

　

10
月
25
日
㈰　

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　
（
受
付　

午
後
１
時
か
ら
）

※
雨
天
中
止

■
集
合
・
解
散
場
所

　

大
島
文
化
セ
ン
タ
ー

■
講
師　

　

周
防
大
島
町
文
化
財
保
護
審
議

会
委
員　

中
原　

勲 
氏

■
コ
ー
ス

　

大
島
文
化
セ
ン
タ
ー 
↓ 
毘
沙

門
堂 

↓ 

八
幡
入
口 

↓ 

御
米
蔵
跡 

↓ 

志
駄
岸
神
社 

↓ 

浄
蓮
寺 

↓ 
観

音
堂 

↓ 

天
王
社
・
中
宮
社
・
剣

社 

↓ 

薬
師
堂 

↓ 

大
島
文
化
セ
ン

タ
ー

■
募
集
人
員

　

30
名
（
募
集
人
数
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
）

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
の

こ
と

■
募
集
締
切

　

10
月
９
日
㈮

■
参
加
費

　

１
人
１
０
０
円
（
保
険
料
・
資

料
代
）　

当
日
受
付
に
て
徴
収

■
申
し
込
み
方
法

　

往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
（
学
年
）、
電
話
番
号
を
記
入

し
、
社
会
教
育
課
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
グ
ル
ー
プ
で
の
申
し

込
み
は
１
枚
の
は
が
き
に
４
名
ま

で
と
し
ま
す
。

■
主
催　

山
口
県
文
書
館
・
周
防

大
島
町
教
育
委
員
会

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

周
防
大
島
町
教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課　
　

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
２
２
０
５

宮
本
常
一
写
真
展

山
の
く
ら
し
、
海
の
な
り
わ
い

ー
昭
和
37
年
の
九
州
情
景
ー

■
日
時　

10
月
１
日
㈫
よ
り
開
催

　
（
水
曜
日
休
館
）

■
場
所　

周
防
大
島
交
流
セ
ン

タ
ー

■
内
容　

民
俗
学
者
・
宮
本
常
一

が
昭
和
37
年
の
九
州
調
査
の
旅
で

撮
影
し
た
写
真
を
パ
ネ
ル
展
示
。

　

写
真
の
主
な
場
所
は
種
子
島
・

大
隅
半
島
・
球
磨
・
阿
蘇
・
大
分
・

壱
岐
・
対
馬
・
五
島
列
島
。

■
入
場
料　

　

一
般　
　
　
　

３
０
０
円

　

小
中
学
生　
　

１
５
０
円

※
町
内
小
中
学
生
無
料

※
２
０
名
以
上
は
団
体
割
引

※
星
野
記
念
館
入
館
と
の
共
通
割

引■
問
い
合
わ
せ

周
防
大
島
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
２
５
１
４

海
上
自
衛
隊
岩
国
航
空
基
地
祭

■
日
時　

10
月
４
日
㈰
９
時
〜

■
場
所　

海
自
岩
国
航
空
基
地

■
内
容

　

体
験
搭
乗
（
※
搭
乗
券
が
必
要
）

　

航
空
機
展
示
、
フ
ァ
ン
シ
ー
ド

　

リ
ル
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
体
験

　

等
。

■
体
験
搭
乗
申
し
込
み
方
法

　

往
復
ハ
ガ
キ
に
①
希
望
機
種

（
飛
行
艇
ま
た
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
）

②
搭
乗
者
の
氏
名
（
２
名
分
）
お

よ
び
郵
便
番
号
、
住
所
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
。

※
１
枚
の
ハ
ガ
キ
で
２
名
ま
で
搭

乗
可
。
応
募
ハ
ガ
キ
は
お
一
人
様

１
枚
に
限
定
。
対
象
者
は
中
学
生

以
上
、
た
だ
し
父
兄
同
伴
で
小
学

生
ま
で
可
。
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周
防
大
島
町
健
康
運
動
指
導
士

　
　
　

中　

村　
　

作　

　
　
　
（
介
護
保
険
課　

介
護
予
防
班
）

お知らせ９月

運
動
で
体
の
機
能
低
下
を
予
防
し
よ
う
！

　　

最
近
「
よ
く
つ
ま
ず
く
」「
体
が
だ
る
い
」「
関

節
が
痛
む
」
な
ど
体
の
変
化
を
感
じ
て
い
ま
せ
ん

か
？
体
の
機
能
は
加
齢
と
と
も
に
低
下
し
様
々
な

症
状
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
こ
の
症
状
を
予
防
す

る
方
法
の
１
つ
に
適
度
な
運
動
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
、
介
護
保
険
課
介
護
予
防
班
で
は
高
齢

者
を
中
心
に
、
水
中
で
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
体
操

を
行
う
こ
と
で
体
の
機
能
低
下
を
予
防
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た『
湯
う
湯
う
温
水
プ
ー
ル
教
室
』を
、

竜
崎
温
泉
温
浴
プ
ー
ル
に
て
約
３
ヶ
月
間
実
施
し

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は「
体
が
軽
く
な
っ
た
」「
膝

の
痛
み
が
軽
く
な
り
歩
き
や
す
く
な
っ
た
」
と
い

う
声
や
「
食
欲
が
わ
い
た
」「
心
地
よ
く
ね
む
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
」
と
の
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

体
力
測
定
の
結
果
も
主
に
脚
力
と
バ
ラ
ン
ス
を
と

る
力
を
中
心
に
筋
力
が
向
上
し
、
各
々
水
中
で
の

運
動
の
効
果
を
感
じ
て
お
り
、
教
室
後
は
笑
顔
で

イ
キ
イ
キ
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

適
度
な
運
動
の
継
続
は
、
筋
力
・
体
力
の
維
持
・

向
上
に
加
え
、
睡
眠
の
質
の
改
善
、
食
欲
増
進
に

も
効
果
が
あ
り
ま
す
。
他
に
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
骨

の
代
謝
改
善
、
膝
痛
、
腰
痛
、
肩
こ
り
や
物
忘
れ

と
い
っ
た
症
状
、
肥
満
な
ど
の
生
活
習
慣
病
も
予

防
・
緩
和
し
ま
す
。
高
齢
期
に
お
い
て
運
動
機
能

を
保
つ
こ
と
は
健
康
を
維
持
す
る
上
で
大
変
重
要

で
す
。
ま
ず
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ラ
ジ
オ
体
操
な

ど
自
分
が
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
さ
ら
に
１
人
で
始
め
る
よ
り
友
人
や

近
所
の
方
と
複
数
で
行
う
と
長
続
き
し
ま
す
。
な

お
病
気
・
ケ
ガ
を
お
持
ち
の
方
は
、
主
治
医
と
相

談
の
上
、
体
の
状
態
に
あ
っ
た
運
動
を
行
う
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

介
護
予
防
班
で
は
無
理
な
く
楽
し
く
体
を
動
か

す
教
室
と
し
て
、
転
倒
予
防
教
室
、
湯
う
湯
う
温

水
プ
ー
ル
教
室
や
、
地
域
に
出
向
い
て
講
話
な
ど

を
行
う
出
前
講
座
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
積
極

的
に
参
加
し
、
自
分
に
あ
っ
た
運
動
習
慣
を
身
に

つ
け
、
住
み
慣
れ
た
周
防
大
島
町
で
イ
キ
イ
キ
と

生
活
し
ま
し
ょ
う
！

〇
教
室
な
ど
は

　

介
護
保
険
課　

介
護
予
防
班

　

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
３
０

　

へ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
応
募
先

〒
７
４
０
‐
８
５
５
５

　

海
上
自
衛
隊
第
三
十
一
航
空
群

　

体
験
搭
乗
係

※
締
切
は
９
月
18
日
㈮
必
着
。

※
抽
選
の
結
果
は
返
信
用
は
が
き

を
も
っ
て
ご
連
絡
し
ま
す
。

※
ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報

は
、
応
募
に
必
要
な
目
的
以
外
に

は
使
用
し
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

　

岩
国
航
空
基
地
広
報
室

☎ 

０
８
２
０
（
２
２
）
３
１
８
１

（
内
線
６
２
３
２
）

島
の
く
ら
し
を
お
す
そ
分
け

〜
秋
コ
ー
ス
〜

〇
黒
豆
寿
司
と
紫
芋
餅
・
み
か
ん

餅
づ
く
り

・
日
時　

10
月
24
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時

・
場
所　

久
賀
総
合
セ
ン
タ
ー

・
体
験
料　

２
０
０
０
円

・
受
入
人
数　

　

７
人

・
募
集
締
め
切
り　

　

10
月
14
日
㈬

　
○
石
風
呂
入
浴
体
験 

・
日
時　

10
月
24
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

・
場
所　

鹿
家
の
石
風
呂

　
（
東
安
下
庄
）

・
体
験
料　

２
０
０
０
円

・
受
入
人
数　

　

10
人

・
募
集
締
め
切
り　

　

10
月
14
日
㈬

※
作
業
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。
血
圧
の
高
い
方
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
く
ら
し
体
験
ネ
ッ
ト

　

ワ
ー
ク
事
務
局
（
農
林
課
内
）

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
２

特　設　人　権　相　談　所
◆日　　時　10月５日㈪　午前９時 30分～正午
◆場　　所　橘総合センター
◆相談内容　法律、人権、土地、家屋、金銭貸借、　
　　　　　離婚などあらゆる生活上の心配事

◆相 談 員 　 人権擁護委員
◆問い合わせ　福祉課　

　　☎０８２０（７７）５５０５
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１歳６か月児健康診査のお知らせ
◆日時　10 月 23日㈮
　13：00～ 13：30（受付時間）
◆場所　たちばなケアプラザ
◆対象者　
・平成 20年２月 29日
　～平成 20年４月 23日生まれの幼児
・平成 21 年 10 月 23 日現在、１歳６か月～２歳
　未満で受診していない幼児
◆問い合わせ　健康増進課☎７７‐５５０４

健康相談カレンダー

１０月の柳井健康福祉センター定例保健事業
相談内容 実施日 時間

Ｂ・C型肝炎抗体検査 14日㈬ 10：00～ 11：00

骨髄バンク登録検査 14日㈬   9：00 ～ 10：00

エイズ抗体検査 14日㈬ 13：00～ 15：30

思春期・ストレス相談 ９日㈮ 10：00～ 15：00

心の健康相談 20日㈫ 13：00～ 14：00
※相談・検査は事前に電話予約が必要です。
◆問い合わせ　柳井健康福祉センター☎ 0820（22）3631

9 月

21 日㈪ 休日当番医〈山中クリニック☎７２－０１５２〉

22日㈫ 休日当番医〈正木内科医院☎７７－００２１〉

23日㈬ 休日当番医〈安本医院☎７３－０８２２〉

24日㈭ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 久賀庁舎〉 
育児相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉

25日㈮ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
３歳児健康診査〈受付 13:00 ～ 13:30 たちばなケアプラザ〉

26日㈯

27 日㈰ 休日当番医〈川口医院☎７８－０３０６〉

28日㈪
健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
リトミック〈10:00 ～ 11:00 片添ヶ浜温泉遊湯ランド隣ふ
れあい館〉

29日㈫ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 東和庁舎〉 

30 日㈬

胃がん・大腸がん検診（容器配付） 
〈受付 6:30 ～ 9:00 日良居出張所〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉
子育て教室①
         「子どもの思いを汲んだかかわり方」
          講師：ルンビニ第ニ保育園 園長 児玉 好美 先生
          〈10:00 ～ 11:00（ 受付 9:30 ～） たちばなケアプラザ〉
          対象者：妊婦および乳幼児を持つ保護者
          【申込先】健康増進課 健康づくり班 ☎ 77‐5504

10 月

1日㈭
胃がん・大腸がん検診（容器配付） 
〈受付 6:30 ～ 9:00 日良居出張所〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 久賀庁舎〉

2日㈮

胃がん・大腸がん検診（容器配付） 
〈受付 6:30 ～ 9:00 日良居出張所〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
ポリオ〈受付 13:00 ～ 13:30 しまとぴあスカイセンター〉
こころの健康相談〈久賀福祉センター【要予約】〉
 【申込先】健康増進課 健康づくり班 ☎ 77‐5504

3 日㈯

4日㈰
胃がん・大腸がん検診（容器配付） 
〈受付 6:30 ～ 9:00 たちばなケアプラザ〉 
休日当番医〈嶋元医院☎７４－２３１０〉

5日㈪ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉

6日㈫

健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 東和庁舎〉 
子育て教室②
          モグモグゴックン教室「離乳食 はじめ～完了まで」
          講師：橋本 はるみ 管理栄養士
          〈13:30 ～ 15:30（ 受付 13:00 ～） たちばなケアプラザ〉
          対象者：妊婦および 1歳未満の乳児を持つ保護者
          【申込先】 健康増進課 健康づくり班 ☎ 77‐5504

7 日㈬

胃がん・大腸がん検診（容器配付） 
〈受付 6:30 ～ 9:00 たちばなケアプラザ〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
育児相談〈10:00 ～ 11:30 東和総合センター 2階和室〉

8日㈭

胃がん・大腸がん検診（容器配付） 
〈受付 6:30 ～ 9:00 たちばなケアプラザ〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 久賀庁舎〉 
リトミック〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉

9日㈮

胃がん・大腸がん検診（容器配付） 
〈受付 6:30 ～ 9:00 たちばなケアプラザ〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
ポリオ〈受付 13:00 ～ 13:30 しまとぴあスカイセンター〉 
育児相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
健康相談〈12:30 ～ 14:00 情島公民館〉

10日㈯

11 日㈰ 休日当番医〈おげんきクリニック☎７４－２４９０〉

12日㈪ 休日当番医〈野村医院☎７６－００１７〉

13日㈫ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 東和庁舎〉 

14 日㈬ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉

15日㈭ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 久賀庁舎〉

16日㈮ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
おはなし会〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉

17日㈯

18 日㈰ 休日当番医〈山中クリニック☎７２－０１５２〉

19日㈪ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉

20日㈫
健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 東和庁舎〉 
育児相談〈10:00 ～ 11:30 久賀福祉センター集会室〉
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人の動き（９月１日現在）
人　口 ２０, １８３人（24人減）

男 ９, ０９９人

女 １１, ０８４人

世帯数 １０, ５１２戸（８戸減）

今月の納税

　国民健康保険税（普通徴収）
　　　　　　　　　 第３期分　
　 納期限      　　 ９月 30 日㈬

◆税務課
☎０８２０‐７４‐１００８

周防大島町交通事故発生状況 
（平成 21 年７月末現在）

人身交通事故

件数 死者 傷者

３３ １ ４１

前年比

－２ ＋１ －５

物損事故件数

１４３ 前年比 ー２

このコーナーは PDF 版では掲載しておりません。
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絵
本
の
前
に

〜
胎
児
か
ら
生
後
３
か
月
〜

　

世
界
中
の
赤
ち
ゃ
ん
は
、
子

守
唄
で
母
語
と
出
会
っ
て
き

ま
し
た
。
歌
い
継
が
れ
て
き
た

童
謡
や
わ
ら
べ
う
た
を
肉
声
で

歌
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　

赤
ち
ゃ
ん
は
上
手
に
歌
う
Ｃ

Ｄ
よ
り
お
父
さ
ん
や
お
母
さ

ん
の
声
が
大
好
き
。
赤
ち
ゃ
ん

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

「
ま
な
ざ
し
」
と
「
肉
声
」
が

ポ
イ
ン
ト
で
す
。
視
線
を
合
わ

せ
て
名
前
を
呼
ん
だ
り
、
話
し

か
け
た
り
、
歌
っ
た
り
、
声
を

た
っ
ぷ
り
聞
か
せ
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
。
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